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轡

待
望
の
常
備
消
防
署
(
正
式
名
は
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
長
浜
支

署
)
が
十
月
一
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
私
た
ち
の
町
で
の
消
防
業
務
と
救
急
車
業
務
は
、
い

っ
さ
い
を
こ
の
消
防
署
が
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
の
十
月

ま
で
の
一
年
間
は
、
署
員
の
配
置
が
半
数
の
八
人
で
未
完
備
の
た
め
、
と
く

に
消
防
団
と
の
連
携
を
密
に
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
く
わ
し
く
は
4
、
5
ペ
ー
ジ
)
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櫛
生
三
島
神
社
の
神
官
鎌
田
家
に
は
鎌
田
魚
妙
氏

の
著
書
「
新
刃
弁
疑
」
「
本
朝
鍛
治
考
」
、
ま
た
、

鎌
田
五
根
氏
の
学
問
の
事
蹟
と
多
く
の
古
文
書
も
保

存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

長
浜
住
吉
神
社
の
一
本
鳥
居
。
出
海
金
毘
羅
社
の

皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
故
郷

に
自
慢
の
も
の
を
も
っ
て
い
ま
し
ょ

う
。
登
茂
の
者
は
出
石
寺
さ
ん
に
氏
神

の
大
銀
杏
(
い
ち
ょ
う
)
。
白
滝
の
方

は
名
勝
加
屋
の
白
滝
、
天
空
に
か
か
る

損
保
水
、
春
の
桜
花
に
秋
の
紅

葉

。

沖

浦

の

方

は

国

宝

観

音

で

は

さ
ま
と
四
月
十
七
日
の
ど
縁

目

。

下

須

戒

の

方

は

豊

年

踊

所

の

り
。
青
島
の
方
は
盆
の
義
士
踊
り
。
戒
介
主

A
b

川
、
加
屋
の
方
は
三
島
神
社
の
昼
な
お
暗
;

い
宮
の
森
で
し
ょ
う
o

の

の

乙
れ
ら
自
慢
の
も
の
は
皆
、
長
浜
町
の

¥
J
回受

文
化
財
の
一
部
で
、
ま
だ
一
般
に
知
ら
れ
ろ
ノ

E
[

て
い
な
い
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
自
白

人
々
坊
の
滝
山
城
祉
、
滝
山
城
主
十
四
代
立
石
も
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

の
末
式
聞
が
旧
庄
屋
久
保
重
徳
氏
、
そ
し
て
、
十
一
代
本
年
は
「
文
化
財
保
護
法
」
が
制
定
さ
れ
て
二
十

日
の
孫
六
郎
行
定
氏
か
ら
庄
屋
を
つ
と
め
ら
れ
て
明
五
周
年
に
な
り
ま
す
。

治
ヘ
に
至
り
、
今
に
庄
屋
時
代
の
古
文
書
は
、
出
海
の
保
護
法
第
一
条
に
「
こ
の
法
律
は
文
化
財
を
保
存

旧
庄
屋
兵
藤
家
の
古
文
書
と
と
も
に
貴
重
な
文
化
財
し
、
か
っ
、
そ
の
活
用
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
の
文

で
あ
り
ま
す
o

化
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、
世
界
文
化
に
貢
献
す

読者

登壇

虫日
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田四

(83歳)

豊茂。無職

亀

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
規
定
し
、
文
部
大

臣
は
識
者
五
人
を
任
命
し
、
ま
た
、
県
は
県
で
、

市
町
村
は
市
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
委
員
を
委
嘱
し
て

文
化
財
保
護
委
員
会
を
構
成
し
保
存
活
用
調
査
研

究
な
ど
の
諸
施
策
を
行
い
ま
す
。

政
府
は
文
化
財
の
う
ち
特
に
歴
史
上
、
芸
術
上

ま
た
学
問
上
価
値
の
高
い
も
の
は
、
重
要
文
化

財
、
国
宝
ま
た
は
特
別
史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念

物
、
あ
る
い
は
民
俗
資
料
と
し
て
指
定
せ
ら
れ
、

県
市
町
村
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
も
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
長
浜
町
に
お
い
て
も
、
た
び
一
室

な
る
-
調
査
を
行
い
数
多
く
を
文
化
財
に
指
定
し
て

保
存
に
務
め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
埋
も
れ
た

文
化
財
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

文
化
財
の
対
象
は
、
絵
画
、
彫
刻
、
手
芸
、
書

籍
、
古
文
書
、
考
古
資
料
、
石
造
美
術
、
無
形
文

化
財
、
民
俗
資
料
、
史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物

な
ど
で
す
。
こ
う
い
っ
た
も
の
は
よ
く
個
人
の
家

に
も
愛
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
の
で
、
発
掘

と
保
存
に
み
な
さ
ん
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
o

(

長
浜
町
文
化
財
専
門
委
員
)

「
年
の
こ
ろ
な
ら
十
九
か
二
十
、
ミ
ニ
ス
カ

ー
ト
の
よ
く
似
合
う
娘
さ
ん
が
、
さ
わ
や
か

犬は迷惑のかからない場所に短かくつないで......

な
つ
か
し
の
ミ
ニ
物
語

な
秋
風
に
の
っ
て
歩
い
て
い
た
。

彼
女
の
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
下
の
ス
ク
ス
ク
と
伸
び
た
足
が
、
あ
る
家
の
前
で
ピ
タ

リ
と
止
ま
っ
た
、
か
と
思
う
と
お
人
形
さ
ん
の
よ
う
な
か
わ
い
い
顔
を
こ
わ
、
ば
ら
せ

て
ピ
リ
ピ
リ
震
え
は
じ
め
た
。
ワ
ン
君
が
ワ
ン
ワ
ン
ほ
え
て
い
た
の
だ
。
当
家
の
若

ダ
ン
ナ
の
ガ

l
ル
フ
レ
ン
ド
だ
と
も
知
ら
ず
に
・
:
。

も
し
、
ヮ
ン
君
が
彼
女
に
か
み
つ
い
た
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
若
、
ダ
ン
ナ
と
彼

女
は
絶
交
か
も
知
れ
な
い
。

い
た
ず
ら
っ
気
多
い
ワ
ン
君
に
二
人
の
仲
を
さ
か
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で

ス
カ
ー
ト
と
犬
の
く
さ
り
は
短
か
け
れ
ば
短
い
ほ
ど
よ
い
。

彼
女
は
ホ
ッ
と
ひ
と
安
心
i
:
。
彼
氏
は
ニ
コ
ニ
コ
い
い
感
じ
。
ワ
ン
君
は
必
ら

ず
ク
サ
リ
で
し
っ
か
り
と
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
短
か
く
短
か
く
j
o

」

犬
の
放
し
飼
い
、
長
い
ク
サ
リ
で
因
る
の
は
彼
女
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
郵
便

屋
さ
ん
も
、
訪
問
客
も
み
ん
な
み
ん
な
因
り
ま
す
。
「
あ
な
た
に
は
か
わ
い
い
犬
で

も
私
に
は
恐
し
い
犬
」
。
お
散
歩
に
も
つ
な
い
で
、
不
。

救

急

車患
者
輸
送
車

営

は

鹿

四T

止

常
備
消
防
署
が
発
足
し
た
の
に
と
も

な
い
、
町
お
よ
び
町
議
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
運
営
し
て
い
た
町
の
救
急
車
業
務

お
よ
び
患
者
輸
送
車
業
務
に
つ
い
て
検

討
し
た
結
果
①
急
忠
の
性
格
を
も
つ
も

の
は
署
の
れ
急
態
勢
で
十
分
消
化
で
き

る
②
患
者
輸
送
車
と
し
て
の
性
格
の
利

用
量
は
、
自
家
用
車
の
普
及
の
せ
い
も

あ
っ
て
極
め
て
少
な
い
ー
な
ど
の
こ
と

か
ら
、
乙
の
十
月
一
日
で
廃
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
九
月
二
十
六
日
の
業

務
開
始
い
ら
い
約
五
年
間
、
み
な
さ
ん

の
深
い
ご
理
解
と
ど
協
力
に
よ
っ
て
大

過
な
く
運
営
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
町

の
救
急
車
兼
患
者
輸
送
車
は
、
十
月

し
軍
一
日
か
ら

と
車
町
の
一
般

車
救
公
車
と
し

松
識
で
使
用
す

如
紅
中
れ

}

j

一

一
つ
之
と
と
k

o
な
な
り
ま
し

ん

に

と

さ

と

:

労
こ
車

苦
る
送

ご
す
輪

開
用
者

年
利
恵

5
て
兼

.rm目111.r1ll1ll1恥/'!liiiiilod'111制限♂11111111ν"1m組iV噛目liν羽田mod'唱団地時間

赤
ち
ゃ
ん
生
ま
れ
た
ら

4

万

円

支

給

国

保

助

産

費

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
際
、
国
民
健

康
保
険
加
入
世
帯
に
は
、
こ
れ
ま
で
二

万
円
の
助
産
費
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
額
が
倍
に
引
上
げ
ら
れ
、

こ
と
し
七
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
四

万
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
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(拠出年金) スライド率 21.8% 

年金の種類 現行年金額(月額) 改正年金額(月額) 実施年月

40年納付
I'l rl p1 p'l 

50年9月445，824(37，152) 543，360(45，280) 
老齢年金

339，600(28，300) 25年納付 278，640(23，220) 11 

10年年金 174，150(14，512) 212，250(17，687) 11 

5 年年金 111，456( 9，288) 135，840(11，320) 1/ 

" 1叩 O(1問。)I畔 10月

|級 348， 300( 29，025) 424，500(35，375) 50年9月
障害年金

2級 278，640(23，220) 339，600(18，300) " 
母子(皐母子)年金 278， 640( 23 ，120) 339，600(28，3∞) 11 

j量冗年金 278 640(23，220) 339， 600( 28 ，3∞) 11 

年金の 1重!j IJl行年金頒(月額) 改正年金額(月額) so年10月

老齢福祉年金 90，000( 7，500) IM，OOO( 12，0ω) 
" 

|級 135，600(11，300) 216，000(18，000) 1/ 

障害福祉年金
2級 90，0∞( 7，500) 144，000( 12，000) n 

母子(皐母子) 117，600( 9，800) 187，200(15，600) 11 
福祉年金

老齢特別給付金 66，000( 5，5∞) 108，OOO( 9，000) I " 

(福祉年金)

田
議中
7R:青(櫛生)

設さ
ん
が
全
国
大
メ斗

J、

励
小
に
生
習
櫛
練

(
て
手
し
選
ざ
郎
自
太
会

竪

)

大
中
で

園
田
庭

全
む
校

勝
、
十
一

月
六

1
十

日
官
公
示
の

国
立
競
技

場
で
関
か

れ
る
予
定
の
全
国
大
会
に
県
代
表
で
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
開
か
れ
る
こ
の
大
会
で
本
町
の

青
年
が
優
勝
し
た
の
は
最
近
で
は
第
十

八
回
大
会
の
三
種
競
技
に
出
場
し
た
沖

浦
の
泉
栄
治
郎
さ
ん
い
ら
い
。

小
さ
い
と
き
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
は
何
で

も
好
き
で
や
っ
て
い
た
が
「
ま
さ
か
砲

丸
投
げ
で
優
勝
す
る
と
は
:
・
」
と
信
じ

砲
丸
投
げ
で
優
勝
グ

県
民
体
育
祭
の
郡
大
会
で
は
本
町
の

成
人
男
女
が
好
成
績
を
お
さ
め
う
れ
し

い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
が
、
一
方
、
乙
の

八
月
三
十
、
三
十
一
日
、
松
山
市
の
掘

の
内
競
技
場
で
開
か
れ
た
青
年
の
ス
ポ

ー
ツ
祭
典
「
第
出
回
全
国
青
年
大
会
」

愛
媛
県
予
選
で
は
櫛
生
の
田
中
堅
太
郎

さ
ん
(
二
四
)
日
櫛
生
青
年
団
員
H
が

砲
丸
投
げ
で
ロ
肘
お
を
投
げ
て
堂
々
優

総
理
府
統
計
局

は
、
四
月
二
十
五

日
に
昨
年
度
の
年

度
平
均
の
全
国
消

費
者
物
価
指
数
は

一
昨
年
度
の
そ
れ

に
比
べ
て
二
十
一

@
八

Mm
上
昇
し

た
と
発
表
し
ま
し

た。
こ
の
た
め
国
民

年
金
は
、
今
年
の

九
月
分
か
ら
二
十

一
・
八
%
を
基
準

に
し
て
上
の
表
の

通
り
年
金
額
が

引
上
げ
ら
れ
ま
し

た。

が
た
い
様
子
。
県
の
審
判
員
の
話
で
は

田
中
選
手
は
こ
れ
ま
で
自
己
流
の
投
げ

方
を
し
て
い
る
の
で
、
正
式
に
指
導
を

受
け
る
と
も
っ
と
も
っ
と
伸
び
る
だ
ろ

う
!
と
い
う
乙
と
。

田
中
選
手
は
今
、
暇
を
み
て
は
近
く

の
小
学
校
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
投
法
の
研
究

と
陶
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
身
長

1
M

m、
体
重
叩
キ
ロ
、
柔
道
三
段
、
地
域

で
は
「
力
持
ち
」
の
異
名
あ
り
。

ち
な
み
に
一
般
記
録
は
愛
媛
県
日
以

%
、
日
本

M
M口
、
世
界
幻
げ
叫
ん
回
。

全
国
大
会
に
臨
み
好
記
録
目
ざ
し
て

健
闘
し
て
ほ
し
い
も
の
。
ガ
ン
バ
レ
田

中
選
手
グお
こ
と
わ
り

こ
の
ほ
ど
関
函
し
た
「
声
の
箱
」
に

二
通
の
投
書
が
は
い
っ
て
い
ま
し
た
が

一
通
は
農
協
関
係
の
も
の
で
あ
る
た
め

農
協
て
も
う
一
通
は
食
品
管
理
問
題

の
投
書
で
し
た
が
、
対
象
者
が
は
っ
き

り
わ
か
る
個
人
批
評
的
な
も
の
で
あ
る

た
め
本
紙
に
は
掲
載
せ
ず
、
関
係
機
関

〈
大
洲
保
健
所
)
に
連
絡
し
て
対
処
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
年
金
も
十
月
分
か
ら
、

老
齢
福
祉
年
金
が
月
額
一
万
二
千
円
に

な
る
な
ど
大
幅
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

ζ

の
改
正
は
、
六
月
六
日
の
国
会
で

可
決
成
立
し
ま
し
た
。

Ei福
祉
年
金
i
l
i
l
i
-
-
l
l
E

一

だ

れ

で

も

支

給

さ

れ

る

一

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

現
在
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
受

け
て
い
る
老
齢
福
祉
年
金
は
、
だ
れ
で

も
七
十
歳
に
な
れ
ば
支
給
さ
れ
る
と
思

重
度
身
障
者
に

「
福
祉
手
当
」

月

額

四

千

円

昭
和
五
十
年
第
七
十
五
回
国
会
に
お

い
て
、
新
し
く
「
福
祉
手
当
」
を
支
給

す
る
法
律
が
定
め
ら
れ
、
今
年
十
月
か

ら
、
家
庭
で
常
時
介
護
を
必
要
と
し
て

日
常
生
活
を
さ
れ
て
い
る
重
度
心
身
障

害
者
本
人
に
、
月
額
四
千
円
の
福
祉
手

当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
の
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度
は

次
の
通
り
。

①
両
眼
の
視
力
の
和
が

O
、
O
二
以

下
の
人
②
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用

い
て
も
音
声
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
程
度
の
人
③
両
手
の
機
能
に
著
し

い
障
害
が
あ
る
人
④
両
手
の
指
が
全
部

な
い
人
⑤
両
足
が
ま
っ
た
く
き
か
な
い

人
⑥
両
大
た
い
(
ふ
と
も
も
)
を
二
分
の

一
以
上
失
っ
て
い
る
人
⑦
か
ら
だ
の
機

能
に
座
っ
て
い
る
乙
と
が
で
き
な
い
程

度
の
障
害
が
あ
る
人
③
乙
の
ほ
か
身
体

精
身
の
機
能
の
障
害
ま
た
は
長
期
に
わ

た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
①
I

⑦
ま
で
と
同
じ
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ

る
状
態
で
あ
っ
て
、
自
分
だ
け
で
は
日

常
生
活
の
用
が
で
き
な
い
程
度
の
人
⑨

身
体
の
機
能
の
障
害
、
病
状
、
精
神
の

障
害
が
重
復
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ

の
状
態
が
①

l
③
ま
で
と
同
程
度
以
上

と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
人
。

っ
て
い
る
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
れ

は
大
変
な
誤
解
で
す
。

つ
ま
り
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な

く
て
も
老
齢
福
祉
年
金
を
支
給
さ
れ
る

人
は
「
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以

前
」
に
生
ま
れ
た
人
で
あ
り
、
「
明
治

四
十
四
年
四
月
二
日
以
後
」
に
生
ま
れ

た
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
必
要
な

期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
か
、
あ
る
い

は
納
付
の
免
除
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば

何
の
年
金
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
人
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

①
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
法
に
基
づ
く
障
害
年
金
を
受
け

て
い
る
人
。
(
た
だ
し
、
障
害
福
祉
年

金
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は

支
給
さ
れ
ま
す
)
②
本
人
の
所
得
お
よ

び
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
っ
て
制
限

が
あ
り
、
た
と
え
ば
本
人
の
場
合
で
す

と
年
間
所
得
が
六
十
万
円
以
上
、
配
偶

者
ま
た
は
扶
養
親
族
の
場
合
で
あ
れ
ば

年
間
所
得
が
百
六
十
三
万
二
千
五
百
円

以
上
の
人
③
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ

る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
、
そ
の
ほ
か

こ
れ
に
類
す
る
施
設
で
厚
生
省
で
定
め

る
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
人
④
日
本

国
民
で
な
い
人
。

支
給
は
毎
年
一
月
、
五
月
、
九
月
に

四
か
月
分
づ
つ
ま
と
め
て
し
ま
す
。

こ
の
手
当
を
受
け
る
に
は
手
続
き
が

必
要
で
、
該
当
さ
れ
る
人
に
は
役
場
か

ら
個
人
的
に
通
知
を
し
ま
す
が
、
も
し

通
知
も
れ
と
思
わ
れ
る
人
が
あ
り
ま
し

た
ら
役
場
住
民
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

児
童
手
当
ア
ッ
プ

月

額

五

千

円

に

昭
和
五
十
年
第
七
十
五
回
国
会
に
お

い
て
法
律
の
一
部
が
改
正
式
、
れ
、
こ
れ

ま
で
月
額
四
千
円
だ
っ
た
児
童
手
当
が

今
年
十
月
か
ら
月
額
五
千
円
(
児
童
一

人
に
つ
き
)
に
改
め
ら
れ
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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地
域
の
消
防
、
教
急
体
制
は
、
近
年

①
若
年
齢
層
の
消
防
団
員
な
ど
要
員

の
確
保
が
む
ず
か
し
く
な
っ

外
へ
働
き
に
出
る

昼
間
の
消
防
人
に

て
い

防施り
J つ事すそっ

タ ま務るこつ
がおうい船れ ごと急、で消う 闘で消常 り組こで
そあかことにでしとに体F で防こ常始き防備私二守、合と
れりなとい乗決かでな制私一審と備じ事消、た λr広 '-1ここ
はまけをうつじじすりがたがは消ま十J務防ち V 域のな
、すれ、こたて、ね、よちで、防し月総署の 間設つ
取。 riととつい火か。とりのきい署た一合「町:宇えでし置た
り なもでも災ーとー も充一町たわが。日裳大ーにし山 -(j~-での
扱 らにはりもい に実のとゆで か浜洲も総すが
う な銘なで急つ 喜さ消いるき b3f:ト地、 ミラ守「
い い記いい病て ばれ防う専た業署区持〆 fカ l 広
ず こしとても、 した、こ門と r務」広婆とで 域
れ とていよ大こ いこ救とのい をが域の 消!消

十らこでは無急 置一隻赤二台~れ浜 なたら庁
六は年)当線車交。式、パ台、ヱドて支本パ 1) 。業会
人さ自は初機一署 r 、ゴイ、救署い:署署 4本まこ務 lこ
体らに予ー械台は そム各指急はま、をぶ!Iすれをし長
?に入定年一、い のボー令車職す内大市リ 。で開て浜
甲るの間式小ず 他 l台車二員。子所IJ- 全始、支
丘半(を型れ れト、、台二 lこ市 7Jj 暑すい署一

平八十数五配動も 助一折工、 -1 内 l乙機 がるずは十て
合人ーの十置力消 資隻り作小パ IW置詞 ι始運れ森七
三を年八一しポ防 器、た車型人 支き顕J 割Jびも林日
:加十人年て ζ車 村知た、動。 署、す7 しょ十組 lこ
え月で九おノー - "'"み水力消 が長ノJ たな月合新
と、一連月り一台 式市泉苅防ポ防 設浜¥ こ 1りーあ庁
!ζ 総日営末署台、 を機艇車ン車 置に とま日と舎、
※員か、ま員、紋 配械一、フ。三 さ長 Jζjしかをが内

く
に
消
防
団
の
ご
支
援
な
く
し
て
は
一

充
実
し
た
業
務
の
推
進
は
望
め
ま
せ
一

ん
。
消
防
団
長
以
下
回
員
各
位
の
ほ
一

か
一
般
住
民
の
み
な
さ
ん
の
格
別
の
一

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
一

し
だ
い
で
す
。
私
ど
も
も
よ
り
強
国
一

な
団
結
と
緊
密
な
連
株
を
図
り
、
広
一

域
消
防
の
目
的
遂
行
に
努
力
す
る
所
一

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
よ
一

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一

「

0
0が
火
事
で
す
打
H
L
と
通
報
が

あ
る
と
、
受
信
し
た
署
員
八
通
信
員
)
は

た
だ
ち
に
他
の
署
員
に
そ
の
旨
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
火
災
現
場
が
長
浜
、
沖

浦
黒
日
地
区
の
場
合
は
暑
の
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
、
そ
の
他
の
地
域
の
場
合
は

地
域
の
サ
イ
レ
ン
設
置
場
所
へ
サ
イ
レ

ン
の
吹
鳴
を
指
令
(
地
区
の
人
の
通
報

で
既
に
指
令
が
あ
る
ま
で
に
吹
鳴
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
)
、
有

線
放
送
を
行
う
な
ど
、
通
信
連
絡
業
務

間
二
に
当
た
り
ま
す
。
一
方
、
他
の

由

i

署
員
二
J
三
人
は
た
だ
ち
に
消

ま
s

防
車
の
出
面
態
勢
に
は
い
り
ま

h
L

す
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ

雷
盟
問
題
が
あ
り
ま
す
o

そ
れ
は
消

防
車
に
よ
る
消
火
作
業
に
は
最

低
五
人
必
要
と
い
う
こ
と
。
そ

こ
で
こ
の
件
に
つ
い
て
同
署
と

消
防
団
と
協
議
し
た
結
果
、
次

の
通
り
対
処
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

①
旧
長
浜
町
で
の
火
災
発
生

通報

配備された消防車

火災通報のしかた

火災遺報を電話(119番)です

る場合は、次の点を落ちついてはっ

きり言ってくだ、さい。

轡場所(目標物などを言い添えて

わかりやすく)および火災の種

類(山火事か住宅火事かなど)

③火災の状況

⑮通報者の氏名、電話番号

火災とまき、らわしい行

為をするときは連絡を

大きなたき火、産業廃棄物や枯れ

草などを大量に焼くとき、あるいは

大量に発煙するものを焼くとき、そ

のほか火災と間違うようなおそれの

ある行為をするときは、必ず前もっ

て消防署(一般電話⑧2294⑧2
-0154)へご連絡ください。な

お、役場へ「火入れれ許可申請jを

された分については、役場から消防

署へ連絡しますので本人からの連絡

は不要です。

の
場
合
は
、
長
浜
分
団
第
五
都
の
団
員

が
、
ま
ず
暑
の
消
防
車
の
要
員
を
補
充

し
て
出
動
さ
せ
る
。

②
そ
の
他
の
地
域
の
火
災
の
場
合
は

現
場
到
着
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
た
め

到
着
時
に
は
地
元
の
団
員
が
既
に
当
然

出
動
し
て
い
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
署

支署長J乙、得
消防士長

岸良雄
(34歳・大洲)

消防士長

吉岡j享二郎

(33歳。大洲)

消防副士長

幸野晴央

(27歳・大洲)

消防副士長

野

(26歳。大洲)

い
こ
う
を
主
玄
J

J

く
ん
〆

員
二
J
三
人
の
乗
車
で
出
動
し
、
地
元

団
員
の
応
援
を
得
る
。

ま
た
、
救
急
車
と
の
問
題
点
と
、
そ

の
処
置
は
次
の
通
り
。

①
救
急
車
の
出
動
で
署
員
(
通
信

員
)
が
一
人
し
か
残
っ
て
い
な
い
場
合

に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
消
防
固

に
全
面
的

な
協
力
を

依
頼
す
る

乙
と
に
な

消
防
団
長
以
下
団
員
各
位
の

ご
支
援
と
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
私
た
ち

署
員
一
同
、
良
い
伝
統
を
築
い

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。
長
浜
支
置
に
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
新
た
な
意
欲
を
も
っ
て

業
務
に
精
励
す
る
覚
悟
で
す
。

立
派
な
支
蓄
に
す
る
た
め
、
町

民
の
北
同
様
の
ご
協
力
、
ご
指

導
を
節
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
こ
の
仕
事
に
誇
り
を
も
っ
て

着
任
し
ま
し
た
o

長
浜
町
で
も

最
近
火
災
が
多
い
よ
う
で
す
。

み
な
さ
ん
火
の
取
扱
川
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

布
、
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

!
U
J
¥

。
海
原
の
広
が
る
町
、
長
浜
町

で
勤
務
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
、

団
の
み
な
さ
ん
、
地
域
の
み

な
さ
ん
と
一
日
も
早
く
顔
な
じ

み
と
な
り
、
精
励
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

る
②
消
火

一
中
に
救
急

↑
車
の
出
動

一
要
請
が
あ

一
っ
た
場
合

一
は
、
本
暑

の
応
援
を

得
る
。
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‘入おう必
体さFちもな
?制;のちっ
}の、交ろで
}問ゐ替、戸んい

の制こま
常で十す
時執四
勤務時一、
務す同工}
れぬ署{， 勤-~: / 

員ーた務 : 
はめで
を i、ー

のれ臼 i

配備された救急車

で

「
急
患
で
す
、
す
ぐ
ん
一
色
山
車

を
H

げ
」
と
安
請
が
あ
る
と
、
交

信
し
た
料
品
(
通
信
員
)
は
、

え
だ
ち
に
他
の
苫
員
げ
一
連
絡
、

二
人
の
区
口
氏
が
乗
車
L
た
救
急

車
が
現
場
へ
急
行
し
ま
す
。

な
お
、
消
防
業
務
と
の
問
題

点
と
そ
り
処
置
は
次
の
通
り
c

①
レ
灯
、
急
市
の
要
請
が
あ
っ
た

時
点
に
ち
ょ
う
ど
火
災
で
出
動

し
て
署
員
が
一
人
(
通
信
員
)

し
か
い
な
い
場
合
は
、
本
暑

か
ら
応
援
を
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
そ
の
分
だ

け
搬
送
が
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

門金自青

消防士

西山意吉

(19歳「大~il[)

消防士

永沼芳郎

(18歳・大討ID

消防士

栗田嘉春

(18歳国?中j甫)

消防士

藤

(18歳・長浜)

電話(有線~公社とも119

呑)か、また件直接に口頭

で要請してiください。要請

する際は、次め乙とを落ち

着いてはっ;きりと言ってく

ださいと

惨事故の様子のあらまし

い事故の場所(事故現場)

砂要請者の氏名と電話番

号

救急車の要請方住み利用?きる条件

品緊急を要す場合(救急

者)

幹医師または警察官から要

請があった均一合

惨事故などで早急に医師の

処置が必要な場合

r~ 

利用できない場合

署
員
で
す

訓
練
期
間
を
柊
え
た
ば
か
り

の
新
人
で
、
ま
だ
長
浜
の
地
理

も
十
分
に
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

一
に
努
力
二
に
努
力
、
地
域
の

皆
様
の
ご
期
待
に
そ
ミ
ヴ
の
よ
う

フ
ァ
ィ
ド
を
も
っ
て
頑
張
り
ま

す。
新
人
で
若
輩
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
訓
綜
の
成
果
を
生
か
し

さ
ら
に
訓
約
三
主
ね
で
、
カ
い

っ
ぱ
い
乙
の
町
の
防
災
に
努
力

し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
一
う
し
く
ど
指
一
ー
耳
一
く

だ
さ
い
藤
沢
消
防
士
と
と
も
に
乙
の

町
必
出
身
。
わ
が
町
の
防
災
に

努
め
る
と
と
が
で
き
る
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
c

初
任
科
訓

練
を
終
え
た
ば
か
り
で
す
の
で

諸
先
輩
の
ご
指
導
を
お
悶
げ
し

しま一江戸。
私
の
育
っ
た
町
で
も
あ
り
、

こ
の
町
で
働
改
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
方
々
の
た
め
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
た
ら
と
思
い

ま
す
。

現場に到着する己ろ

救急車が現場fC着くころ

J士、次の点ど協力くだ、さい

ルサイレンが聞こえたら

よくわかる所で台図そ

し案内してください。

b 

レ〉救急車の署員lこ状況を報告してください。(その後の処置は署員にお任せくだ己は)

惨病院へ搬送する際、身内の人かどなたか1入、付き添いのため同乗してください。

現場に到着し

次のような場合は、救急

車は利用できません。

ト軽いケガや病気などで

緊急を要しない場合

韓併普通のお産

惨通院や入院などのため

のタクシ一代り

惨伝染病患者

惨死亡が確定した人

砂傷病者本人またはその

身内の者が拠送を拒否

しTことき



説別収入状況 (単位:千円)

月 騎

税 種 予算額 収入済額

開I 民 税 51，295 33，067 

固定資産税 46，520 28，463 

軽自動車税 4，190 4，503 

たばこ消費税 19，345 10，901 

電 1ヌ2五 税 7，200 5，608 

木材引取税 300 。
特別土地保有税 4，1 15 7，157 

132，965 89，699 

麗盈盛鐙指揮謂瞳構描廟薄暗 司法 --E塾F時ふ離瞳盤調監盤樺鵬糊鍋構騨騨酷盤艶輯瞳臨器購麟観盟臨調幽時糊開館畠

A
A
宮 計 /議(出すお金)出¥
1億円

9 

8 

7 

mm例
凶
執
行
額

円
1
1
u
予
算
額

(単位:千円)

開
6 

金た
… 額金

協働 u引il
款別|議会i可総務雨日1i~jij 1TいM12咋|商工1'11j叶川|教育1'1/ /公削I，jg支出会|刊行{/
予算額い6，3691鉛拙川山川2υ川川川7μ叩叶吋4必川沖山3川巾巾|ドい3羽揃削川川8鉛仏川川6札り刷川，3訓川3制叫似川山lいい凶lロ128却8悶 いUω川咋咋巾0バ作巾巾iドい/272幻272η川川2川川川0ω酬川9ω川0川|川 5/川 91 川 51ト15川3口山川222幻2ぺ|川 9バ巾|卜いlロ川2
2目詰訓訓叫I(↓(ω川川3汎Jlf訓j切州訪州1(;問;h問り哨釘I(同川;r山叩叫;r出問f勾問J必z| 川 | 川or~)I 川

5 

4 「一

2 

3 

1 
千万円

十一三肘

1，861，555 

675，091 
(36.26%) 

特 完日 .6.. 言十コ~

海湾施設 国民健藤保険 「一国民撞醸保験瞳嘗診藤所

神予算額

9，333千円 予算額 420ヲ622千円 予算額 30，774千円

収入済額 1，788千円 f… 号忌4収入済額 165，177千円
百E-支出済額 4，753千円 支出済額 124，694千円 支出済額 20，367千円

書畠航路 住主改睦資金貸付 簡易水道

長;草額口
晶子算額…g 円

予算額 13，113千円

入済額 1，582千円 収入済額 1，092千円 収入済額 0千円

出済額 8，917千円 支出済額 527千円 支出済額 1，661千円

目

工業用水道事業会計 (単位:千円)水道事業会計

科 不十 目

水道事業収益

水道事業費用

水道事業収益

水道事業費用
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蜜翠露率塞盤逗盤溢盤遜鐙盤盤整盤鐙謹盤盤鐙幽磁器解説腐彊怒寝顔惑湾議議環濁窓穏務軒強怒盤盤恕鐙塗滋滋箆鐘溢盤鐙翠盗罪酵欄職議締盟騨癒鞭犠灘瞬緩懇親療凝議題癒酪碍務省次2撞線電盤滋ぷ盗鐙盤墾窪翠緊翠蓮翠翠翠慈恵

年
賢母政状祝の公表

長浜町の財政事情の作成および公表に関する条例により
昭和50年度 9月末現在の財政を公表します。

昭和 50年 10月 長浜町長菊地嘉彦

高支

825，082 
¥44.32%) 

1，861，555 

入

4 

3 

2 

四
国
執
行
額
(
す
で
に
は
い
っ
た
金
傾
)

円

H
U予
算
額
(
は
い
る
子
主
の
命
傾
)

議(はいるお金)(単位:千円)

1{.意円

9 

5 

B 

7 

6 

訂正

本紙10月号の4、5ページの「昭和49年度町税収入状況」の
円グラフで、電気税が0.98%とあるのは6.98%の誤りです。

訂正しておわびします。

県
民
体
育
祭
郡
大
会

ー
、
之
位
を
独
占

県
大
会
に
期
待

さ
る
九
月
二
十
一
日
(
日
)
、
内
子
町

で
開
催
さ
れ
た
愛
媛
県
民
体
育
祭
第
六

回
喜
多
郡
大
会
に
お
い
て
全
種
目
に
参

加
し
た
長
浜
チ
l
ム
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
除
い
て
は
各
種
目
に
一
位
(
優
勝
)

二
位
(
準
優
勝
)
の
好
成
績
を
お
さ
め

た
。
長
浜
町
か
ら
の
参
加
チ
l
ム
と
成

蹟
は
次
の
通
り
。

マ
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
角
、

B
の

表

彰
卒
業
中
小

浅沖

井浦

主分

事館

長
浜
公
民
館
沖
浦
分
館
と
同
館
の
浅

井
守
主
事
は
、
い
ず
れ
も
と
く
に
地
域

ぐ
る
み
で
花
e

つ
く
り
運
動
推
進
な
ど
公

民
館
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
さ
る
九
月
二
十
三
日
、
大
洲
市
で

開
か
れ
た
昭
和
五
十
年
度
喜
多
郡
公
民

館
分
館
役
職
員
研
修
会
の
席
上
、
喜
多

郡
公
民
館
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

町職員

! (50.10.1現在) 1 

i嘩四…人 1
警察官

I~. (50.10.1現在) ! 
j L野刀 住民1973人口人 i

二
チ
l
ム
が
参
加
、

B
が
二
位
マ
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
A
、
B
、
お
歳
以
上

チ
l
ム
の
一
ニ
チ
i
ム
が
参
加
、

B
と
お

歳
以
上
チ

i
ム
が
い
ず
れ
も
一
位
マ
卓

球
は
男
女
各
一
チ

i
ム
が
参
加
、
女
子

が
一
位
、
男
子
が
二
位
マ
庭
球
は
男
子

A
、
B
の
二
チ
|
ム
が
参
加
、
A
が
一

位、

B
が
二
位
マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
A

B
ニ
チ

i
ム
が
参
加
し
た
が
、
い
ず
れ

も
上
位
入
賞
な
ら
ず
惜
敗
。

以
上
の
通
り
で
、
一
位
と
二
位
入
賞

種
目
は
十
月
二
十
六
日
、
長
浜
を
会
場

に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
す
る
。

し
た
。佐

々

木

技

師

長
浜
町
役
場
建
設
課
に
勤
務
し
て
い

る
佐
々
木
晋
一
技
師
は
、
土
地
改
良
事

業
に
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
さ

る
七
月
二
十
五
日
に
大
洲
市
で
開
か
れ

た
大
洲
喜
多
土
地
改
良
協
議
会
総
会

の
席
上
、
同
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

寄
付

O
大
和
小

学
校
P

T
A
-
-
-

M
型
カ

ラ
ー
テ

レ
ビ
一

台
を
大

和
小
学

校
へ
。

O
八
幡
浜
市
の
菊
地
電
化
セ
ン
タ
ー
i

二
連
式
は
し
ご
一
加
を
大
和
小
学
校

へ。
O
櫛
生
の
石
内
義
盛
さ
ん
(
五
八
v

・・

町
村
合
併
二
十
周
年
記
念
基
本
積
立

金
と
し
て
、
現
金
十
万
円
を
長
浜
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

ザ112訟 ιそ
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昭和50年11月号趨翻圃融認

簡
易
保
険
の
契
約
高
は
全
国

C

用
で
二
十
五
兆
円
。
そ
の
積
立
金

。
劫

は
六
兆
円
と
な
っ
て
お
り
、
長

。
の

浜
町
で
も
写
真
の
事
業
の
ほ

。
金

な
面
に
こ
の
筒

C

資

易
保
険
積
立
金
の
融
資
を
受

C

果
コ
割
け
、
明
る
い
町
づ
く
り
、
郷
土

〈
!
の
発
展
の
た
め
に
役
立
て
て
い

ま
す
。ち
な
み
に
、
長
浜
町
の
融
資
現
在
額

は
約
三
億
三
千
万
円
。

セ時守支点設繋単蓄え言畠ま間越路盤櫨幽広報ながは

長浜中学校建設事業 (43年 3月小浦団地町営住宅建設事業 (4自
完成)事業費 1億!i，2自由万円の年11月211日完成j事業費 2億4，
うち簡易保険融資額 2，1l1l11万円苅1万盟千円のうち簡易保険融

資額国，!HO万円

住

所

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

?
『
櫛
生
峯
脇
富
一
〈
一
二
三
)

F
¥

戸
五
十
崎
河
田
美
登
子
会
一
六
)

7
「
下
須
戒
松
本
義
則
(
四

O)

〈
戸
高
知
県
山
田
順
子
(
三

O)

?

「

長

浜

西

崎

富

茂

(

二

八

)

〈
戸
八
憾
浜
生
田
照
子
(
二

O
)

母b
結婚

9)j長浜町役場

届出分敬称略〉

お
誕

石荒大竹矢水尾松酒泉中石田橋中保 9生
川金野岡野口野本井 川回初j岡村護月もと
幸栄 者届 au

1司]正都戸太清悦治昌竹 氏出材3守ふ守 勝徹寿 成J
光和良為郎久男郎洋見 名分モ

長長二長二長長四二長長二長二長続敬ム
女男男女女男男女女女女男女女男柄称 b

芭つ
主主晃皇室詰時差是買特E2 グ

住

所

長

浜
長

浜

長

浜

長

浜

長

浜

沖

浦
櫛

生

須

沢

出

海
下
須
戒

下
須
戒

上
老
松

豊

茂

白

滝

戒

川

白櫛沖長長長長長仁{主

J竜生浦浜浜浜浜 j兵久所

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

氏

名

死

亡

時

年

齢

津

間

藤

吉

(

八

七

)

松
栄
友
止
口
(
七
二
)

山
本
関
太
郎
(
七
八
)

西

山

進

(

五

一

)

竹

内

シ

ヲ

(

六

一

)

門

田

伝

(

四

八

〉

渡

壁

保

(

六

九

)

下
坂
喜
久
雄
(
六
二
)

徳
山
ヲ
シ
ゲ
(
七
五
)

指定水道工事庖一覧表

住所|指定工事底! 電話番号

くバッキン温水器給水カラン取替工事
だけができる庖>

長浜|池内石油居 !③ 2-0448 ⑧ 2628 
i喜多石油株式会社 11 2-0648 グ 3262

グ 冶名会社岸本商庄 1/ 2 -0072 11 3133 
|鈴木ガス商会 I 1/ 2-0358 11 3180 
|長浜町青果農協 I11 2-1211 
|矢野ガス庖 I 11 2 -0420 11 2633 

1白滝J石油庖 |μ 4-0509 n 7185 
く本管分岐工事を除いてあらゆる給水工事ができる!吉>

長浜|上国鉄工所 |② 2-0148 ⑤ 3250 
| グ i西田鉄工所 11 2-0479 1/ 3043 

グ 1I峰岡電業社 1 11 2 -0543 /1 2526 

下須戒|河内設備商会 1 11 2-0503 

くすべての水道工事ができる庖>

長浜 I(有)住吉産業 l② 2ー1531 ⑧ 3261 
; μ |中)11四郎 1 11 2-0240 11 3167 

ノ |好崎設備工業 | グ 2-0701 11 2322 
11't'浦 1i中野利雄 1 n 2-1279 11 5176 

1戸ダイワ設備7|:??!~ I好崎鉄工所 l 出 海 J呈野鉄工所 11 6960 

給
水
装
置
の
新
設
、
増
設
、

改
造
、
修
理
な
ど
は
、
水
道
課

か
町
指
定
の
水
道
工
事
活
以
外

は
で
き
ま
せ
ん
o

指
定
工
事
庖

以
外
の
工
事
は
無
届
け
工
事
と

な
り
、
町
の
給
水
条
例
に
よ

っ
て
水
を
止
め
ら
れ
た
り
、

過
料
を
科
せ
ら
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

四十余年の肱川嵐lこ耐え親しま

れてきた名物長浜大橋も新大橋の

完成を一年余にひかえて身の振り

方を決めねばならぬ運命となった

架橋当時東洋一を呼称していたが

現在でも世界中にほとんど例の少

ない位界ーといっても差支えのな

い珍しい橋ではなかろうか盆弥

次郎兵衛方式の工法が珍ししコと

いうので業百や技術者の研修会を

長浜で開いたととろ、新大橋より

も旧大橋の方に人気が集中してど

ちらの研修が主になったかわから

なかったという噂.(うわさ)もあ

った傘すでに文化財としての価値

を生じ始めたのではなかろうか。

とはいえこの橋はたとえ新大橋が

完成したとしても、生活道路とし

て、通学道路として、また商業道

路としての実用価値も決して失わ

れてはいない。それのみか新大橋

が国道橋として車怖交還に独占さ

れる形となると、長浜町住民のコ

ミュニティーの橋、人間の橋とし

ての価値は益々増していくのでは

なかろうかム普通なら新しいもの

ができれば古いものは取り壊され

る習わしであるが、いかにしても

この橋だけは存続させたい。しか

し物が大物だけに町でみていくの

は容易でない。肱川左岸右岸両県

道の連絡橋として従来通り維持保

存を願い、われわれ町民もでき

る限り協力し愛護するようとくに

関心を寄せていただきたいもので

ある。

編

集

後

記

十
一
月
は
秋
か
ら
冬
へ
の
衣
替
え
の

季
節
。
私
た
ち
の
町
で
は
肱
川
嵐
が
一

段
と
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
o

と
同
時

に
農
家
で
は
ミ
カ
ン
の
取
り
入
れ
で
忙

し
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
本
紙
一
編
集
室
で
は
早
く
も
年

末
号
十
二
月
号
の
編
集
の
追
い
込
み
。

次
号
は
ち
ょ
っ
と
冷
た
い
で
す
が
、

「
水
」
の
話
を
:
。
そ
う
、
こ
と
し
は

長
浜
町
に
上
水
道
が
敷
設
さ
れ
て
ち
ょ
う

ど
五
十
年
目
。
そ
こ
で
、
「
水
道
が
な

か
っ
た
ら
;
」
と
い
う
題
で
学
校
生
徒

さ
ん
の
作
文
、
敷
設
当
時
の
水
と
長
浜

町
民
の
生
活
は
ど
ん
な
だ
っ
た
か
な
ど

の
水
道
今
昔
物
語
な
ど
を
添
え
て
特

集
。
「
水
や
空
気
の
よ
う
な
も
の
:
」

と
い
う
乙
と
ば
か
ら
は
何
だ
か
気
付
か

れ
な
い
存
在
物
の
よ
う
c

で
も
、
こ
れ

が
な
か
っ
た
ら
あ
な
た
は
今
ご
ろ
・
:
。

そ
れ
か
ら
、
町
財
政
の
公
表
も
終
わ

り
ま
し
た
の
で
、
次
ロ
す
か
ら
は
ま
た

「
ホ
ホ

l
w
-
」
「
豆
ち
し
き
」
な
ど
を

つ
づ
け
ま
す
。

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう。

! 日訂正戸川
口idjiE〉((8出)l
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